
一

尾
張
国
津
島
の
大
橋
氏
に
お
け
る
家
系
伝
説
創
造
と
「
浪
合
記
」・「
大
橋
記
」

青　

山　

幹　

哉

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
、尾
張
国
海
東
郡
津
島
（
中
世
で
は
海
西
郡
に
属
す
）
の
大
橋
源
三
右
衛
門
家
は
、在
郷
町
津
島
村
の
年
寄
（
庄
屋
）

を
務
め
る
有
力
町
人
の
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
津
島
の
旧
家
と
し
て
津
島
天
王
社
の
川
祭
・
筏
場
車
（
巻
藁
船
）
を
提
供
す
る
車

家
（
肝
煎
）
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
大
橋
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
・
典
籍
類
は
六
百
余
点
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
に
は
同
家
の
系
図
・

家
譜
類
も
含
ま
れ
て
い
る

）
1
（

。
大
橋
家
の
系
図
類
は
数
種
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
記
載
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
表

題
に
「
大
橋
家
系
図　

大
橋
源
三
右
衛
門
」（
冊
子
体
）
と
あ
る
系
図

）
2
（

を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
（
以
下
、同
系
図
は
「
大
橋
家
系
図
」

と
の
み
、
表
記
す
る
）。

　

こ
の
「
大
橋
家
系
図
」
の
記
述
に
従
う
と
、
大
橋
氏
は
、
そ
の
出
自
を
桓
武
平
氏
に
求
め
、
平
貞
能
と
い
う
源
平
合
戦
の
頃
の

武
者
を
「
大
橋
の
中
将
」
伝
説
と
絡
め
つ
つ
自
ら
の
先
祖
と
し
、
さ
ら
に
南
北
朝
時
代
に
南
朝
の
皇
子
を
奉
戴
し
て
各
地
を
転
戦

し
、
最
後
は
尾
張
津
島
の
奴ぬ

の

や野
城
（「
布
屋
」
と
も
表
記
。
現
・
愛
知
県
津
島
市
）
に
後
醍
醐
天
皇
の
曾
孫
で
あ
る
良
王
を
迎
え
、

そ
の
子
神
王
丸
を
大
橋
家
の
養
嗣
子
と
し
て
氏
を
平
氏
か
ら
後
醍
醐
源
氏
に
改
め
た
、
と
い
う
歴
史
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
と
く
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二

に
南
朝
関
係
の
伝
承
の
成
立
に
つ
い
て
は
、「
浪
合
記
」
と
い
う
軍
記
物
の
生
成
過
程
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

中
世
に
お
い
て
、
軍
記
物
の
よ
う
な
歴
史
（
た
だ
し
、
そ
の
虚
実
は
問
わ
な
い
）
の
叙
述
を
可
能
と
す
る
者
の
大
半
は
、
僧
侶

や
公
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、過
去
に
つ
い
て
の
知
識
を
蓄
え
た
デ
ー
タ
バ
ン
ク
、す
な
わ
ち
古
典
籍
の
類
を
所
蔵
し
て
い
た
の
も
、

寺
院
か
公
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
地
方
武
士
で
あ
っ
て
も
、
中
央
や
他
の
地
方
の
知
識
・
情
報
を
獲
得

し
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
ら
し
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
知
識
」
を
土
壌

と
し
て
、
新
し
い
種
が
芽
吹
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

本
論
で
は
、 

尾
張
地
方
の
豪
家
が
、
先
述
し
た
よ
う
な
家
系
伝
承
を
も
つ
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、「
知
識
」
に
力
点
を
置

い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　

「
浪
合
記
」
と
「
大
橋
歴
代
記
」

　

最
初
に
、
南
北
朝
時
代
の
合
戦
を
描
い
た
「
浪
合
記
」
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
る
。
柳
田
国
男
の
説

）
3
（

に
基
づ
け
ば
、「
浪
合
記
」

成
立
の
前
提
に
は
、
信
濃
の
険
し
い
山
道
を
行
く
人
々
の
間
に
「
ゆ
き
よ
し
様
」
と
い
う
、「
道
行ゆ

き
」
を
「
良よ

し
」
と
す
る
、

旅
人
の
保
護
神
へ
の
信
仰
が
あ
っ
た
。
こ
の
信
仰
を
背
景
と
し
て
、
南
朝
の
悲
運
の
皇
子
―
宗
良
親
王
の
子
尹
良
（
ゆ
き
よ
し
、

こ
れ
よ
し
、
た
だ
よ
し
、
こ
れ
な
が
）
親
王
及
び
そ
の
子
良
王
（
よ
し
ゆ
き
、
よ
し
き
み
、
よ
し
わ
か
）
君
―
二
代
の
事
蹟
を
題

材
と
し
た
軍
記
物
「
浪
合
記
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。「
浪
合
記
」
の
中
で
、
尹
良
親
王
は
信
濃
国
浪
合
（
現
・
長
野
県
下
伊

那
郡
阿
智
村
浪
合
）
で
武
家
方
に
襲
わ
れ
自
害
し
た
と
あ
り
、
こ
の
地
名
が
書
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
。
浪
合
で
南
朝
の
某
宮

が
殺
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
い
は
史
実
か
も
知
れ
な
い
が
、
尹
良
親
王
・
良
王
君
と
い
う
皇
子
が
実
在
し
た
と
い
う
確
実
な
史
料
は

無
い
。
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三

　

「
浪
合
記
」
に
は
、
内
容
を
異
に
す
る
多
く
の
伝
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
お
も
に
安
井
久
善
の
研
究

）
4
（

に
依
拠
し
て
説

明
し
よ
う
。
諸
本
は
、
大
き
く
三
系
統
、
す
な
わ
ち
、
①
原
初
本
系
統
本　

②
広
本
系
統
本　

③
略
本
系
統
本
、
に
分
類
さ
れ
る
。

広
本
系
統
本
に
は
多
く
の
本
が
伝
存
し
、『
改
定
史
籍
集
覧
』
の
翻
刻
以
降
、
広
く
世
に
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
井
は
こ

れ
を
「
流
布
本
系

）
5
（

」
と
呼
称
し
た
。

　

流
布
本
の
一
つ
で
あ
る
『
改
訂
史
籍
集
覧
（
通
記
第
十
三
）』
本

）
6
（

の
内
容
は
次
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
三
部
と
す
る

考
え
は
、
安
井
の
研
究
に
基
づ
く
）。

　
　

第
一
部 　

応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
世
良
田
政
義
・
桃
井
宗
綱
が
尹
良
親
王
を
上
野
に
迎
え
る
。
関
東
で
の
合
戦
を
経
て
、

信
濃
国
浪
合
の
大
河
原
で
親
王
が
最
期
を
遂
げ
る
。
こ
こ
に
吉
野
か
ら
親
王
に
供
奉
し
て
き
た
「
四
家
七
名
字
」

）
7
（

、

す
な
わ
ち
大
橋
氏
ら
十
一
名
も
登
場
す
る
。

　
　

第
二
部 　

尹
良
親
王
の
子
の
良
王
を
奉
戴
す
る
南
朝
武
士
が
北
関
東
・
信
濃
で
戦
い
、
そ
し
て
浪
合
に
お
け
る
危
機
（
桃
井

貞
綱
・
世
良
田
政
親
が
戦
死
）
を
経
て
、
良
王
が
三
河
か
ら
尾
張
津
島
に
落
ち
延
び
る
。
合
わ
せ
て
諸
国
に
隠
れ
住

む
南
朝
派
の
武
士
を
列
挙
す
る
。

　
　

第
三
部 　

良
王
と
そ
の
従
者
た
ち
に
関
す
る
後
日
談
が
記
さ
れ
、
と
く
に
尾
張
津
島
社
の
縁
起
・
祭
礼
と
大
橋
氏
に
つ
い
て

の
事
柄
が
語
ら
れ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、
第
三
部
で
あ
る
。
第
一
部
・
第
二
部
が
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
宗
良
親
王
の
子
（
尹
良
親
王
）
と
孫

（
良
王
）
の
物
語
で
あ
り
、
南
朝
の
皇
子
の
悲
劇
と
し
て
は
こ
こ
で
話
は
終
わ
っ
て
い
る
。
第
三
部
は
、
後
日
談
以
外
の
話
柄
も

含
む
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
の
集
大
成
で
あ
り
、
安
井
は
「
元
来
こ
の
第
三
部
に
限
り
、
原
本
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
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四

な
く
、
多
く
の
人
物
の
手
に
よ
っ
て
長
期
間
に
思
い
つ
く
ま
ま
、
関
連
話
柄
が
逐
次
追
加
附
載
さ
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
の
で
あ

る
」（
三
一
五
ペ
ー
ジ
）「
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
多
く
の
関
連
話
柄
が
、
そ
の
子
孫
を
含
む
好
事
家
の
手
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
第

三
部
を
構
成
し
、
現
行
諸
本
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」（
三
一
六
ペ
ー
ジ
）
と
考
え
た
。

　

さ
て
、
安
井
が
「
浪
合
記
」
の
原
初
系
統
本
と
し
て
位
置
づ
け
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
奥
書
写

本
）
8
（

の
冒
頭
は
、

　

「　

大
橋
歴
代
記　
　

尾
張
国
海
辺
郡
津
嶋　
　

土

　
　
　

桃
井
弥
太
郎
義
繁
伝　
　

五
拾
巻
之
内　
　
　
　
　

」

と
、「
大
橋
歴
代
記
」
と
い
う
内
題
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
内
容
も
次
の
よ
う
な
雑
多
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　

①
「
桃
井
弥
太
郎
義
繁
伝
」
及
び
付
属
と
思
わ
れ
る
「
元
弘
之
綸
旨
写
」
と
軍
陣
法
度
六
カ
条

　

②
「
大
橋
参
河
守
定
高
語
テ
曰
（
南
朝
の
天
皇
・
皇
子
の
次
第
）」

　

③
「
桃
井
右
京
亮
宗
綱
伝
（
途
中
に
大
橋
氏
の
家
伝
が
挿
入
）」

　

④
「
尹
良
親
王
御
伝
」

　

⑤
「
良
王
君
伝
」
及
び
御
供
の
武
士
た
ち

　

⑥ 

そ
の
他　

世
良
田
・
桃
井
ら
の
斬
首
を
弘
阿
弥
が
救
う

　
　
　
　
　
　

 

津
島
社
行
事
の
端
緒
（
神
楽
・
正
月
の
雑
煮
、
津
島
川
祭
及
び
台
尻
大
隅
守
の
討
滅
）

　
　
　
　
　
　

 

津
島
社
の
祭
神
・
社
殿
縁
起
及
び
津
島
の
「
四
家
七
名
字
」

259



青山幹哉

五

　
　
　
　
　
　

 

駿
河
国
石
川
新
三
郎
の
粽
献
上

　
　
　
　
　
　

 

大 

徳
寺
か
ら
足
利
義
教
横
死
に
よ
っ
て
屏
風
の
上
部
を
切
断
し
、
能
の
演
目
「
ク
レ
ハ
」
を
止
め
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

 

大
徳
寺
開
山
に
よ
る
瘭

ひ
ょ
う

疽そ

の
妙
薬
製
法
の
伝
来

　
　
　
　
　
　

 
津
島
の
奴
野
城
の
由
来

　
　
　
　
　

 　

洞
院
実
凞
の
三
河
流
罪
と
そ
の
後
裔

　

安
井
は
、「
浪
合
記
」
に
つ
い
て
「
大
橋
家
の
誰
か
が
浪
合
合
戦
の
史
実
を
も
含
み
、
宗
良
親
王
の
子
孫
な
ら
び
に
そ
の
随
従

者
た
ち
の
記
録
を
残
す
べ
く
執
筆
し
た
可
能
性
が
高
い
」（
三
二
一
ペ
ー
ジ
）
と
し
た
こ
と
も
、「
大
橋
歴
代
記
」
と
い
う
内
題
や
、

津
島
社
と
大
橋
氏
関
係
記
事
の
多
さ
か
ら
見
て
首
肯
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
構
成
を
見
る
限
り
、「
浪

合
記
」
の
成
立
前
に
、
南
朝
方
の
武
将
で
あ
っ
た
桃
井
義
繁
・
桃
井
宗
綱
、
南
朝
皇
子
の
尹
良
親
王
・
良
王
君
ら
の
「
○
○
伝
」

を
含
む
、
全
五
十
巻
の
「
大
橋
歴
代
記
」
が
先
行
し
て
存
在
し
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

「
浪
合
記
」
の
成
立
に
は
、安
井
も
「『
信
濃
宮
伝
』
と
い
う
作
品
の
存
在
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
三
一
一
ペ
ー
ジ
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
他
の
本
と
も
深
く
関
係
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
単
純
に
「
大
橋
歴
代
記
」
を
「
浪
合
記
」
の
原
初
本

と
み
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
が
「
浪
合
記
」
の
原
形
に
取
り
込
ま
れ
た
、
別
の
本
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ

ろ
う

）
9
（

。
そ
う
考
え
る
と
、
流
布
本
系
も
桃
井
宗
綱
・
世
良
田
政
義
の
活
躍
に
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
の
で
、「
浪
合
記
」
の
主
役

は
南
朝
皇
子
で
は
な
く
、
敗
北
し
た
武
将
た
ち
と
す
る
見
方
も
成
立
す
る
。

　

さ
て
、「
大
橋
歴
代
記
」
を
津
島
の
大
橋
氏
が
執
筆
し
た
、
と
す
る
な
ら
ば
、
大
橋
氏
に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
次
の
古
和
書
・
記
録
の
著
者
と
し
て
、
大
橋
一
族
の
名
が
あ
っ
た
。
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六

A　
「
大
橋
記
」（
書
名
は
題
簽
に
よ
る
）　

一
冊   　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号 1

3
3-7

8

）

冒
頭
に
は
、

「　
　
　

津
島
大
橋
之
事

　

一　

後
醍
醐
天
皇    

後
宇
多
帝
第
二
子
…
…
」

と
あ
り
、
以
下
、「
一　

妙
法
院
尊
澄
法
親
王
（
宗
良
親
王
）」「
一　

尹
良
」「
一　

郎
「
良
」王

」
と
宗
良
親
王
・
尹
良
親
王
・
良
王
の

事
蹟
と
良
王
に
従
っ
た
、
大
橋
氏
以
下
の
「
四
家
七
名
字
」
の
こ
と
が
書
か
れ
、
次
い
で
「
天
王
神
社
」「
一　

左
太
彦
宮
」
等

の
津
島
社
の
本
社
摂
社
が
、
さ
ら
に
「
一　

神ニ
ハ

王キ
ミ

（
良
王
と
大
橋
定
省
女
の
子
）」「
一　

良
新
」
等
の
良
王
の
子
孫
と
大
橋
氏
歴

代
と
子
孫
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

最
末
に
は
、

「
今
度
家
々
系
図
、
従
御
改
、
四
家
七
名
字
之
者

　

筋
目
、
可
書
上
之
旨
、
依
仰
、
大
橋
伝
記
抜
書
畢
、

　

十
一
等
（
党
）
之
者
、
各
以
別
紙
書
上
候
、
仍
如
件
、

　
　

永
禄
二
年
四
月
五
日　

大津
島

橋
清
兵
衛
重
長

　
　
　
　
　

坂
井
右
近
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

と
の
書
状
写
を
付
け
、
こ
の
記
録
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
四
月
に
大
橋
重
長
が
織
田
信
長
の
家
臣
坂
井
右
近
（
政
尚

）
10
（

）
に

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
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七

　

『
張
州
雑
志
』
に
収
め
ら
れ
た
、
永
禄
二
年
四
月
日
付
け
の
「
堀
田
孫
右
衛
門
正
定
書
状
写

）
11
（

」
に
も
こ
れ
と
同
じ
く
「
此
度
四

家
七
名
字
之
者
筋
目
、
可
書
上
之
旨
」
云
々
と
あ
り
、
宛
名
も
「
坂
井
右
近
殿
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
真
実
な
ら
ば
、
永
禄
二
年

に
津
島
の
有
力
一
族
で
あ
る
大
橋
・
堀
田
両
家
に
対
し
、
信
長
か
ら
家
系
調
査
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
史
料
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
疑
念
が
残
る
。
幕
藩
体
制
が
固
ま
っ
た
十
七
世
紀
後
半
な
ら
ば
、
家
臣
の
系
図
・

由
緒
に
つ
い
て
の
調
査
も
あ
り
得
る
が
、
織
田
信
長
の
尾
張
時
代
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性

は
き
わ
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、偽
作
と
し
て
も
、こ
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
動
機
が
も
っ
と
も
あ
る
者
は
、

大
橋
一
族
か
そ
の
関
係
者
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
記
録
は
「
大
橋
伝
記
」
と
い
う
書
物
か
ら
の
抜
粋
と
あ
る
の
で
、
作
者
の
手
元
近
く
に
は
「
大
橋
伝
記
」
と
い
う

書
物
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
A
で
は
、「
良
王
―
大
橋
信
重
―
定
広
―
定
安
（
禅
休
）」
と
大
橋
家
歴
代
を
続
け
、

そ
し
て
、
定
安
は
大
河
内
元
綱
の
子
を
養
子
に
迎
え
て
大
橋
重
一
と
し
て
家
督
を
譲
っ
た
が
、
そ
の
後
、
重
一
は
定
安
の
実
子
で

あ
る
重
長
を
嫡
子
と
し
た
、
と
あ
る

）
12
（

。
こ
の
重
長
は
、『
系
図
纂
要
』 

所
収
の
「
後
醍
醐
源
氏
系
図

）
13
（

」
に
よ
る
と
、
重
一
の
子
で
、

信
長
に
仕
え
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
六
月
十
六
日
に
死
去
し
た
と
い
う
。

B　
『
勢
州
録
』（
内
題
は
「
津
島
大
橋
記
」）　

四
巻
四
冊　

内
閣
文
庫
所
蔵
（
請
求
番
号1

5
1

―0
0
6
7

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
旧
蔵
者　

昌
平
坂
学
問
所
）

　

冒
頭
に
は
、

「　

津
島
大
橋
記
巻
之
一　

「
勢

（
朱
字
）

州
録
」

　

北
畠
国
司
先
祖
大
納
言
入
道
一
品
源
ノ
親
房
…
…
」
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八

と
あ
り
、
内
容
は
ほ
ぼ
「
勢
州
軍
記
」（『
続
群
書
類
従
』
二
十
一
輯
上
、
所
収
）
と
同
じ
で
あ
る
。「
勢
州
軍
記
」
は
、
伊
勢
国

を
中
心
と
し
た
軍
記
で
あ
る
。
そ
の
序
文
に
よ
る
と
、「
紀
州
大
守
頼
信

（
徳
川
頼
宣
）」
が
松
坂
奉
行
に
尋
ね
て
、
そ
の
求
め

に
応
じ
て
神
戸
良
政
が
こ
の
書
を
執
筆
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
成
立
は
十
七
世
紀
前
葉

）
14
（

）。

　

B
の
第
一
巻
の
奥
書
に
は
、

「　
　

大
橋
記
ハ

自
リ

二

応
安
一

至
テ

二

天
正
ニ

一

、
尾
ノ

之
津
嶋
ノ

大

　
　
　

橋
家
ニ

記
ス

レ

之
ヲ

其
数
三
十
巻
ナ
リ

也
、
于
レ

時
ニ

慶
長
ノ

　
　
　

頃
ロ

大
橋
ノ

貞
信
撮

ト
ツ
テ

二

諸
家
禄

［
録
］

ヲ
一

抜
テ

二

其
要
ヲ

一

、
追
二

加
シ

　
　
　

之
ヲ

一

作
テ

二

五
十
巻
ニ

一

、
謂
フ

二

津
島
大
橋
記
ト

一

、

津
島
大
橋
記
之
内
勢
州
録　

 

始
終　

初
巻

　
　
　

元
和
五
年
六
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

と
あ
り
、
さ
ら
に
第
四
巻
の
奥
に
は
、

「　
　

神
蔵
在
之
、
密
写
之
、

　
　
　

伝
子
孫
者
也
、

　
　
　
　
　

元
和
五
年
六
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）、
大
橋
貞
信
が
家
蔵
の
「
大
橋
記
」
三
十
巻
本
に
諸
家
の

記
録
を
加
え
て
五
十
巻
本
に
増
補
し
、そ
れ
を
「
津
島
大
橋
記
」
と
題
し
た
と
あ
り
、元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
某
が
「
神
蔵
」
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九

に
保
管
し
て
あ
っ
た
そ
れ
を
書
写
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

確
か
に
B
は
、「
勢
州
軍
記
」
の
巻
上
「
勢
州
諸
家　

第
一
」
か
ら
巻
下
「
光
秀
騒
動　

第
九
」
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
ま
で
記

載
し
、「
信
孝
兵
乱　

第
十
」
以
降
の
箇
所
は
無
い
。
ま
た
、「
勢
州
軍
記
」
に
は
無
い
記
事
が
二
カ
所
あ
る
。
一
つ
目
は
、
巻
之

二
の
「
信
長
出
世
の
事
」
の
項
の
大
橋
清
兵
衛
重
長
が
信
長
の
姉
婿
と
な
っ
た
記
事
で
あ
り
、
二
つ
目
は
巻
之
四
の
「
信
孝
誕
生

の
事
」
の
項
の
末
が
「
信
長
母
号
シ

二

御
大
母
ト

一

、
美
濃
国
藪
田
小
嶋
日
向
守
信
房
女
ナ
リ

也
、
織
田
信
広
・
大
橋
清
兵
衛
尉
妻
ハ

中

根
越
中
守
信
照
入
道
、
後
ニ

号
ス

二

大
橋
和
泉
守
定
永
ト

信
長
蒙
ハ

御
勘
当
一

時
ナ
リ

也
、
此
ノ

三
人
中
根
七
郎
左
衛
門
康
政
女
ノ

腹
也
ナ
リ

云

云
」
と
替
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
後
者
は
意
味
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
と
も
に
大
橋
氏
の
話
柄
で
あ
り
、
こ
れ

が
大
橋
貞
信
に
よ
る
改
変
箇
所
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
先
述
し
た
『
系
図
纂
要
』
所
収
の
「
後
醍
醐
源
氏
」
系
図
は
、「
重
長
―
重
賢
（
宗
件
）
―
貞
信
」
と
し
、
貞
信
を
重

長
の
孫
と
し
て
い
る
が
、
貞
信
の
孫
が
安
芸
広
島
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
上

）
15
（

で
は
、
重
一
の
三
男
と
な
っ
て
い
る
。

C 

「
稲
葉
家
譜
」（
系
図
名
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
名
称
に
よ
る
）（『
諸
家
系
図
纂
』
巻
二
四
ノ
下
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
文
庫
所
蔵
（
請
求
番
号1

5
6-0

0
0
1 

冊
次
62 

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
旧
蔵
者　

昌
平
坂
学
問
所
）

　

こ
の
系
図
の
前
半
は
、
伊
予
国
河
野
氏
の
氏
祖
伝
説
等
を
ま
と
め
た
『
予
章
記

）
16
（

』
の
文
章
か
ら
始
ま
り
、
河
野
通
任
（
通
義
）

の
三
男
で
あ
る
通
弘
が
美
濃
に
移
っ
て
稲
葉
氏
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
、
通
村
が
林
氏
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
譜
文
風
に
記
さ

れ
て
い
る
。
後
半
は
、
系
線
を
用
い
て
、
ま
ず
、
伊
予
の
河
野
氏
を
一
系
で
「
通
直
」
ま
で
記
し
、
次
い
で
美
濃
稲
葉
氏
・
林
氏
・

一
柳
氏
の
諸
系
統
を
記
し
て
い
る
。
注
意
し
た
い
点
は
、
稲
葉
・
林
氏
の
諸
系
統
が
一
つ
の
系
図
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
い

か
に
も
判
明
し
て
い
る
範
囲
内
で
の
親
子
関
係
を
記
し
た
感
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
系
図
作
成
の
初
期
段
階
と
考
え
て
よ

（

マ

マ

）
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一
〇

い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
系
図
の
奥
に
は
、

「　
　

為
子
孫
納
置
之
者
也
、　

五
巻
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
州
海
辺
郡
津
嶋

　
　

慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
二
月
日　
　

大
橋
角
之
丞
源
貞
信
（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

洛
陽
阿
弥
陀
寺

　
　
　
　
　
　
　

暁
誉
上
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

と
あ
り
、
大
橋
貞
信
が
こ
の
「
稲
葉
家
譜
」
を
京
都
阿
弥
陀
寺
の
暁
誉
上
人
に
提
供
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
系
図
に
は
、

林
通
村
の
娘
に
大
河
内
（
大
橋
）
重
一
の
妻
と
の
注
記
が
あ
り
、
大
橋
氏
は
林
氏
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
大
橋
貞
信
の
「
稲
葉
家
譜
」
所
持
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
後
半
部
の
系
線
の
あ
る
系
図
の
形
態
か
ら
、
系
図
作
成
の
初
期
段
階
と
す
る
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
の
「
稲
葉
家
譜
」

は
大
橋
家
か
そ
の
周
辺
で
、
親
戚
圏
の
親
子
関
係
を
ま
と
め
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
作

成
の
必
須
条
件
と
な
る
の
は
『
予
章
記
』
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
系
図
は
、『
予
章
記
』
を
参
考
と
し
な
け
れ
ば
執
筆
で
き
な
い
。

大
橋
家
は
『
予
章
記
』
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
A
～
C
の
３
点
の
資
料
の
存
在
か
ら
、
十
六
世
紀
後
期
の
大
橋
家
は
、「
大
橋
歴
代
記
」「
大
橋
記
」「
津
島
大
橋
記
」

と
呼
ば
れ
た
軍
記

）
17
（

、
及
び
大
橋
家
の
系
図
や
「
稲
葉
家
譜
」
な
ど
の
系
図
類
を
作
成
し
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
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一
一

と
思
う
。
ま
た
、「
勢
州
軍
記
」
か
そ
の
原
形
本
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
（
確
度
は
下
が
る
も
の
の
『
予
章
記
』
も
入

手
可
能
で
あ
り
）、
そ
れ
を
編
集
・
加
筆
で
き
る
人
物
が
大
橋
家
に
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
B
・
C
か
ら
す
る
と
、
大
橋
貞
信

が
こ
れ
に
該
当
す
る
一
人
で
あ
っ
た
。
軍
記
に
関
す
る
「
知
識
」
は
、
系
図
作
成
に
際
し
て
も
利
用
で
き
る
。
大
橋
貞
信
は
、
大

橋
家
に
蓄
積
さ
れ
た
「
知
識
」
を
も
っ
て
軍
記
や
系
図
を
執
筆
・
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
B
の
第
一
巻
奥
書
か
ら
、
五
十
巻
本
の
「
大
橋
記
」
が
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
編
纂
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、「
浪
合
記
」
の
原
初
系
統
本
と
さ
れ
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
・
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
奥

書
写
本
の
冒
頭
に
「
大
橋
歴
代
記
」「
五
十
巻
之
内
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
「
大

橋
歴
代
記
」
と
慶
長
の
「
大
橋
記
」
が
同
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

二　

「
大
橋
の
中
将
」
物
語

　

本
章
で
は
、「
大
橋
家
系
図
」
と
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
・
貞
享
二
年
奥
書
写
本
『
浪
合
記
』（
す
な
わ
ち
「
大
橋
歴
代
記
（
五
十

巻
本
）」。
以
下
、「
貞
享
写
本
」
と
略
記
す
る
）
と
を
比
較
し
、
津
島
大
橋
氏
の
家
系
伝
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

「
大
橋
家
系
図
」
は
、「
桓
武
天
皇
十
二
代
之
後
胤
」
の
「
季
房
」
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
も
の
の
、
季
房
に
は
何
の
記
載
も
無

く
、
そ
の
孫
の
「
貞
能
」
の
事
績

）
18
（

を
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。

　

 

寿
永
ノ
頃
、
源
ノ
頼
朝
公
天
下
権
柄
ニ
仍
テ
平
家
没
落
ス
、
時
ニ
貞
能
東
国
ニ
下
向
シ
宇
津
宮
ヲ
頼
テ
常
州
ニ
有
シ
ガ
、
其
後

又
三
河
国
ニ
往
テ
暫
ク
居
住
シ
、
亦
尾
州
熱
田
ニ
立
越
、
原
太
夫
高
春
ヲ
頼
テ
居
ス
、
此
高
春
ハ
縁
者
タ
ル
ニ
仍
テ
也
、
此
由

鎌
倉
ヘ
聞
ヘ
シ
カ
バ
、
梶
原
源
太
景
季
ニ
命
シ
テ
原
ガ
城
ヲ
責
シ
ム
、
貞
能
思
フ
ヤ
ウ
、
我
故
ニ
高
春
ヲ
苦
シ
ム
ル
事
本
意
ニ
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一
二

ア
ラ
ズ
、
迚
自
ラ
梶
原
ガ
陣
ニ
行
捕
ハ
レ
人
ト
成
ル
、
景
季
、
貞
能
ヲ
ト
リ
コ
ニ
シ
テ
鎌
倉
ニ
下
リ
、
比
企
谷
ノ
土
籠
ニ
入
置

頃
テ
首
ヲ
刎
ラ
ル
へ
カ
リ
シ
ニ
、
貞
能
肥
後
国
ニ
テ
生
セ
シ
男
子
一
妙
丸
∧
後
大
橋
太
郎
貞
経
ト
号
ス
、
又
号
肥
後
守
∨
、
父

ガ
行
衛
ヲ
尋
テ
鎌
倉
ニ
下
リ
、
立
寄
ヘ
キ
方
ナ
ク
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
ノ
神
前
ニ
テ
、
毎
日
毎
夜
法
花
経
ヲ
読
誦
ス
ル
事
数
月
也
、

頼
朝
公
ノ
御
台
所
是
ヲ
聞
召
シ
頼
朝
公
ニ
告
給
ヘ
ハ
、
則
一
妙
丸
ヲ
召
テ
意
趣
ヲ
御
尋
ア
リ
シ
カ
バ
、
泪
ヲ
流
シ
父
カ
事
ヲ
上

達
ス
、
仍
テ
憐
愍
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
貞
能
ガ
命
ヲ
助
ケ
テ
安
堵
ノ
下
シ
文
ヲ
給
リ
、
隠
遁
ノ
領
ニ
テ
ト
尾
州
海
部
郡
門
真
庄
ヲ
永
代

ニ
給
ル
、
貞
能
此
時
ヨ
リ
津
嶋
ニ
居
ス
、
是
文
治
年
中
也
、
貞
能
高
春
ガ
許
ニ
有
シ
時
、
農
家
ノ
女
弐
人
ヲ
召
使
シ
ガ
、
同
月

同
日
各
女
子
ノ
弐
子
ヲ
生
シ
、
恙
ナ
ク
成
長
シ
ケ
ル
ヲ
、
頼
朝
公
聞
召
シ
、
鎌
倉
ニ
召
下
シ
、
大
名
四
人
ノ
妻
ニ
被
下
ル
、
一

人
ハ
三
浦
佐
原
ノ
太
郎
ニ
被
下
ル
、
一
人
ハ
佐
々
木
三
郎
兵
衛
西
念
ニ
被
下
∧
小
三
郎
盛
季
ガ
母
是
也
∨
、
一
人
ハ
羽
山
ノ
介

宗
頼
ニ
被
下
ル
、
一
人
ハ
大
友
四
郎
太
夫
経
家
ニ
被
下
ル
∧
豊
前
守
能
直
母
是
也
∨
、
其
母
弐
人
ノ
在
所
ヲ
村
ノ
名
ニ
呼
テ
四

女
子
ト
言
、
此
貞
能
子
孫
国
々
ニ
ア
リ
、

　

「
貞
享
写
本
」
中
の
「
桃
井
右
京
亮
宗
綱
伝
」
の
途
中
に
挿
入
さ
れ
た
大
橋
氏
の
家
伝
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

）
19
（

 

。

　

 

此
大
橋
ハ
其
先
ハ
九
州
并
二
島
十
一
ヶ
国
ノ
守
護
大
橋
太
郎
肥
後
守
平
貞
能
末
葉
也
。
平
家
滅
亡
ノ
後
肥
後
国
大
橋
ト
云
所
ニ

蟄
居
ス
。
頼
朝

天
下
ヲ
治
玉
フ
時
ニ
、
肥
後
国
ヲ
立
出
テ
類
族
ニ
テ
有
ケ
ル
東
国
ノ
宇
津
宮
ヱ
便
テ
常
州
ニ
赴
キ
出
家
ス
。

頼
朝

上
洛
ヲ
聞
テ
参
河
国
ニ
居
住
ス
。
此
所
ヲ
大
橋
ト
号
。
参
河
国
額
田
郡
ノ
内
ナ
リ
。
貞
能
参
河
国
ヲ
出
、
尾
張
国
熱
田

ノ
辺
ニ
潜
ニ
居
ス
。
貞
能
数
月
尾
張
国
ニ
住
ス
。
時
ニ
農
人
ノ
娘
ニ
妾
有
テ
、
二
人
ノ
妾
同
月
同
日
同
時
ニ
二
女
シ
テ
四
女
ヲ

産
ム
。
貞
能
カ
心
底
ニ
ハ
頼
朝
ヲ
討
ヘ
シ
ト
朝
暮
計
ケ
ル
コ
ト
露
顕
シ
テ
、
頼
朝
此
ヲ
聞
テ
梶
原
源
太
景
季
ニ
命
シ
テ
貞
能
ヲ

尋
シ
ム
。
尾
張
国
原
太
夫
高
春
カ
扶
助
ス
ル
ノ
ヨ
シ
景
季
聞
テ
、
高
春
カ
城
ヲ
攻
ム
。
貞
能
、
景
季
カ
陣
ニ
行
テ
自
捕
レ
人
ト

［
預
カ

］
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三

ナ
ル
。
景
季
、
貞
能
ヲ
擒
ニ
シ
テ
鎌
倉
ニ
下
ル
。
頼
朝
ノ
命
ニ
依
テ
比
企
谷
ノ
土
籠
ニ
入
ル
。
貞
能
カ
二
リ
妾
同
時
ニ
四
女
ヲ

産
、
頼
朝
聞
シ
召
テ
、
其
四
女
ヲ
鎌
倉
ニ
召
テ
、
三
浦
ノ
佐
原
太
郎
平
景
連
ニ
下
サ
ル
。
真
野
五
郎
胤
連
母
ナ
リ
。
一
女
ハ
佐
々

木
兵
衛
尉
西
念
ニ
下
サ
ル
。
小
三
郎
盛
季
母
ナ
リ
。
一
女
ハ
安
芸
国
羽
山
介
宗
頼
ニ
下
サ
ル
。
一
女
ハ
大
友
四
郎
太
夫
経
家
ニ

下
サ
ル
。
大
友
豊
前
守
能
直
カ
妻
ナ
リ
。
九
州
ハ
皆
大
橋
カ
郎
等
ナ
レ
ハ
、
頼
朝
ノ
御
下
心
ア
ツ
テ
ト
云
ナ
リ
。
四
女
子
ト
出

ル
郷
ハ
末
代
マ
テ
ノ
験
シ
ト
其
村
ヲ
四
女
子
ト
名
ツ
ク
。
其
後
四
女
子
ノ
母
ヲ
祭
シ
メ
玉
フ
宮
ア
リ
。
後
是
ヲ
取
タ
カ
ヘ
テ
頼

朝
ノ
宮
ト
号
ス
。
大
橋
貞
能
ハ
比
企
ノ
土
獄
中
ニ
十
二
年
在
リ
。
九
州
ニ
テ
妻
懐
胎
ニ
テ
貞
能
ニ
別
レ
、其
後
男
ノ
子
ヲ
生
ム
。

其
名
ヲ
一
妙
丸
ト
号
、
後
中
将
貞
経
ト
改
ム
。
太
郎
貞
経
父
ノ
行
衛
ヲ
母
ニ
尋
問
。
母
、
貞
経
ニ
語
ル
。
汝
カ
父
ハ
平
家
ノ
侍

ニ
テ
、
当
国
十
一
箇
国
旗
頭
テ
、
代
々
平
家
ノ
郎
等
ニ
貞
能
ニ
肩
ヲ
ナ
ラ
フ
ル
兵
ナ
シ
。
平
家
亡
テ
後
、
鎌
倉
ニ
赴
キ
玉
テ
、

頼
朝
ヲ
討
ン
ト
心
カ
ケ
給
フ
ニ
運
ツ
キ
、
鎌
倉
ノ
土
籠
ニ
年
久
ク
有
リ
ト
聞
ク
。
年
モ
老
タ
ル
事
ナ
レ
ハ
死
生
ハ
知
ラ
ス
ト
語

ル
。
貞
経
父
ノ
生
死
ヲ
尋
鎌
倉
ニ
下
ル
。
鶴
カ
岡
八
幡
宮
ニ
毎
日
毎
夜
詣
テ
、
法
華
経
ヲ
高
音
ニ
読
誦
シ
、
父
ノ
祈
願
ヲ
ナ
ス

事
数
月
ナ
リ
。
容
飾
常
人
ニ
ア
ラ
ス
。
世
ノ
人
奇
異
ノ
思
ヲ
ナ
ス
。
此
旨
頼
朝

ノ
御
台
聞
召
テ
御
尋
有
テ
、
頼
朝

中
将
ヲ

御
前
ニ
召
テ
事
ノ
意
趣
ヲ
問
シ
ム
。
中
将
詳
ニ
上
達
ス
。
仍
テ
憐
愍
ヲ
加
ラ
レ
、
梶
原
景
時
ニ
命
シ
テ
貞
能
カ
命
ヲ
助
ケ
、
安

堵
ノ
御
印
ヲ
下
サ
レ
、
九
州
ニ
帰
ル
。
此
大
友
ノ
元
祖
ナ
リ
。
貞
省
ハ
貞
経
嫡
子
大
橋
太
郎
貞
一
カ
筋
ナ
リ
。
大
橋
貞
能
家
ヲ

源
一
法
師
継
給
ナ
リ
。
貞
能
ヲ
扶
持
シ
原
太
夫
高
春
ハ
千
葉
上
総
介
広
常
カ
外
甥
ナ
リ
。
薩
摩
守
忠
度
カ
外
舅
ナ
リ
。

　

両
者
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
粗
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
な
が
ら
、「
大
橋
家
系
図
」
は
「
貞
享
写
本
」
を
大
き
く
簡
略
化
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
貞
能
の
四
人
の
女
子
に
つ
い
て
の
書
き
方
が
、
両
者
で
大
き
く
異
な
る
。「
貞
享
写
本
」
で
は
頼
朝
が
罪

人
の
娘
を
「
御
下
心
」
を
も
っ
て
利
用
し
た
と
す
る
が
、「
大
橋
家
系
図
」
で
は
貞
能
が
許
さ
れ
て
の
ち
の
慶
事
と
し
て
描
き
、

大
橋
家
を
言
祝
ぐ
話
に
改
め
た
（
な
お
、
こ
の
話
は
地
名
由
来
伝
説
と
な
っ
て
い
る

）
20
（

）。
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一
四

　

さ
て
、
こ
こ
で
の
最
大
の
問
題
は
、
こ
の
伝
承
が
「
大
橋
の
中
将
」
の
物
語
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。「
大
橋
の
中
将
」と
は
、孝
子
の
願
い
が
法
華
経
の
功
徳
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
こ
と
を
説
く
唱
導
文
学
の
一
つ
で
あ
り
、

古
浄
瑠
璃
「
ち
う
し
や
う
」
や
「
大
橋
の
中
将
」
と
し
て
、
室
町
・
戦
国
時
代
、
説
教
者
や
語
り
者
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ

）
21
（

、
さ
ら

に
江
戸
初
期
ま
で
に
御
伽
草
子
と
し
て
書
物
に
も
な
っ
た
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
で
は
、
御
伽
草
子
の
「
大
橋
の
中
将
」

の
梗
概
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

）
22
（

。

　

 　

大
橋
の
中
将
は
、
元
は
平
家
の
武
将
で
あ
っ
た
が
、
池
の
禅
尼
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
壱
岐
と
対
馬
を
賜
わ
っ
て
い
た
。
し

か
し
梶
原
の
計
略
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
下
向
し
捕
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
に
生
ま
れ
た
息
子
の
ま
に
王
は
、『
法
華
経
』
を
よ
く
学

ん
で
い
た
が
、
父
を
尋
ね
て
鎌
倉
へ
下
っ
た
。
若
宮
八
幡
の
前
で
『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
染
め
ら
れ
、
頼

朝
の
面
前
で
読
誦
を
行
な
っ
た
。
布
施
と
し
て
頼
朝
よ
り
父
の
命
を
乞
い
う
け
、
殺
さ
れ
る
寸
前
の
父
を
救
っ
た
。
中
将
は
壱

岐
・
対
馬
を
安
堵
さ
れ
、
以
後
は
栄
華
に
す
ご
し
た
。

　

「
大
橋
家
系
図
」
の
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、場
所
を
九
州
か
ら
尾
張
に
移
し
、「
大
橋
の
中
将
」
を
平
貞
能
に
、「
ま
に
（
摩
尼
）

王
」
を
一
妙
丸
に
替
え
、
ま
た
、
源
頼
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た
所
領
を
壱
岐
・
対
馬
か
ら
、
尾
張
大
橋
氏
の
本
拠
地
津
島
を
含
む
尾

張
門
真
荘
へ
変
更
し
て
、
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

「
大
橋
の
中
将
」
物
語
の
原
形
は
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
閏
三
月
二
十
四
日
付
け
の
日
蓮
書
状
（ 

「
南
条
殿
御
返
事
」）
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
夫
を
亡
く
し
幼
子
を
抱
え
た
女
性
信
徒
南
条
殿
に
宛
て
た
こ
の
書
状
で
、
日
蓮
は
「
つ
く
し
（
筑
紫
）

に
、を
を
は
し
（
大
橋
）
の
太
郎
と
申
し
け
る
大
名
あ
り
け
り
。
大
将
ど
の
ゝ
御
か
ん
き
（
勘
気
）
を
か
ぼ
り
て
、か
ま
く
ら
（
鎌

倉
）
ゆ
い
（
由
比
）
の
は
ま
、
つ
ち
（
土
）
の
ろ
う
（
牢
）
に
こ
め
ら
れ
て
十
二
年
。
…

）
23
（

」
と
、
大
橋
太
郎
が
そ
の
子
の
法
華
経
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一
五

読
誦
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
故
事
を
詳
述
し
て
、彼
女
を
励
ま
し
た
の
で
あ
る
。
孝
養
の
志
と
法
華
経
の
功
徳
を
説
く
こ
の
物
語
は
、

当
然
な
が
ら
、
日
蓮
宗
の
信
徒
の
間
で
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
付
け
加
え
て
お
く
と
、
津
島
大
橋
氏
の
菩
提

寺
で
あ
る
本
蓮
寺

）
24
（

は
、
津
島
の
布
屋
（
奴
野
）
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
越
後
国
の
本
成
寺
に
属
し
て
い
た
。

　

さ
て
、
鎌
倉
時
代
の
物
語
は
成
長
し
、
肥
後
国
の
大
橋
氏
も
こ
の
物
語
に
よ
っ
て
自
ら
の
系
図
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
。
肥
後

大
橋
氏
の
「
大
橋
家
伝
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る

）
25
（

。

　

 

文
治
年
中
に
肥
後
国
大
橋
と
云
所
に
大
橋
左
衛
門
貞
経
と
云
人
あ
り
。
先
祖
は
桓
武
天
皇
の
皇
子
葛
原
親
王
よ
り
十
二
代
の
後

胤
筑
後
守
家
貞
か
孫
に
し
て
、
肥
後
守
貞
能
か
子
な
り
。
は
し
め
て
肥
後
国
の
代
官
と
為
て
下
向
し
此
所
に
住
し
よ
り
大
橋
と

そ
名
乗
り
け
る
。
貞
能
か
代
に
平
家
没
落
せ
し
か
は
貞
能
か
舅
尾
張
国
住
人
原
平
太
夫
高
春
か
許
に
隠
れ
居
て
後
に
は
剃
髪
染

衣
の
姿
と
な
り
終
所
し
れ
さ
り
け
り
。
貞
能
か
子
貞
経
は
貞
能
上
洛
の
砌
鎌
倉
殿
に
降
参
し
け
れ
は
、
世
し
す
ま
り
て
後
本
領

の
内
三
十
余
箇
所
を
賜
り
御
家
人
の
列
に
加
へ
ら
る
。
貞
経
か
妻
は
肥
後
国
住
人
鍋
屋
荘
司
か
娘
に
て
美
女
の
き
こ
え
有
し
か

は
十
三
の
歳
む
か
へ
と
り
…
…
い
か
な
る
者
の
讒
言
に
や
貞
経
謀
反
の
企
あ
り
と
訴
け
れ
は
源
頼
朝
御
憤
あ
さ
か
ら
す
、
文
治

二
年
三
月
四
日
梶
原
平
三
景
時
を
討
手
と
し
て
指
下
し
大
橋
の
城
を
責
さ
せ
ら
れ
け
る
に
…
…
貞
経
は
終
に
か
ら
め
と
ら
れ
け

り
…
…
松
葉
か
谷
の
土
の
牢
に
入
ら
れ
け
る
…
…（
こ
の
後
、子
の
摩
仁
王
丸
の
法
華
経
読
誦
の
功
徳
に
よ
り
父
は
助
命
さ
れ
、

肥
後
国
半
国
が
与
え
ら
れ
る
）

　

肥
後
大
橋
氏
は
、
平
貞
能
の
子
貞
経
を
鎌
倉
に
囚
わ
れ
た
人
物
と
し
、
貞
経
の
子
の
「
摩
尼
王
丸
（
通
貞
）」
を
父
を
救
う
孝

子
と
し
た
た
め
、
津
島
大
橋
氏
の
記
述
と
は
世
代
が
一
つ
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
冒
頭
部
に
貞
能
の
親
戚
と
し
て
尾
張

の
住
人
「
原
高
春
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
原
高
春
は
、『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
三
月
十
三
日
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六

条
に
、
源
頼
朝
方
に
属
す
る
「
尾
張
国
住
人
原
大
夫
高
春
」
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
、
さ
ら
に
「
是
故
上
総
介
広
常
外
甥
也
。

又
為
薩
摩
守
忠
度
外
甥
」、
す
な
わ
ち
、
上
総
国
の
大
豪
族
で
あ
る
平
（
上
総
）
広
常
の
甥
で
あ
り
、
か
つ
平
家
一
門
の
武
将
で

あ
る
平
忠
度
の
甥
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、高
春
は
尾
張
国
の
地
方
武
士
で
あ
り
、と
く
に
著
名
な
武
士
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
人
物
が
肥
後
大
橋
氏
と
津
島
大
橋
氏
の
家
系
伝
説
の
中
に
登
場
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
平
家
の
武
将
と
姻
戚
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
判
明
す
る
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
憶
測
に
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
ざ
と

平
忠
度
を
平
貞
能
と
混
同
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う

）
26
（

。

　

も
と
も
と
の
「
大
橋
の
中
将
」
物
語
で
の
最
初
の
舞
台
は
、「
筑
紫
（
九
州
）」
で
あ
り
、
肥
後
の
大
橋
氏
が
自
ら
の
家
系
伝
説

に
こ
の
物
語
を
利
用
し
た
の
は
、
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
肥
後
版
の
「
大
橋
家
伝
」
を
津
島
大
橋
氏
が
入
手
し
自
分
の
家
系
伝
説

へ
と
改
変
す
る
こ
と
で
、
津
島
大
橋
氏
の
「
大
橋
の
中
将
」
伝
説
は
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

三　

南
朝
皇
胤
伝
説
（
後
醍
醐
源
氏
へ
の
改
氏
）

　

「
大
橋
家
系
図
」
で
は
、「
定
省
」
の
代
に
南
朝
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
事
が
登
場
す
る
。
関
係
箇
所
を
以
下
に
掲
出
す
る
。

　
　

定
省　
　

号
中
務
少
輔
、
後
号
三
河
守
、

　
　
　
　

母
ハ

　
　

 

後
亀
山
院
弘
和
元
年
冬　
　

 

勅
命
ヲ
奉
テ
津
嶋
天
王
ノ
宮
中
末
社
迄
造
営
ス
、
今
ノ
宮
地
也
、

　
　

 

無
二
ノ
宮
方
故
ニ
宗
良
親
王
ノ
姫
宮
∧
号
桜
姫
∨
ヲ
下
シ
給
テ
妻
ト
ス
、
故
ニ
其
身
ハ
津
嶋
ニ

　
　

 

有
ナ
ガ
ラ
二
男
修
理
太
夫
貞
元
ヲ
吉
野
ニ
上
セ
テ
奉
仕
ス
、
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一
七

　
　

信
吉　
　

幼
名
太
郎
丸
、
号
中
務
少
輔
、

　
　
　
　

母
ハ
宗
良
親
王
ノ
御
姫
桜
姫
、

　
　
　

後
年
良
王
親
王
ノ
御
嫡
男
神
王
丸
ヲ
養
君
ト
シ
家
督
ヲ
譲
、
奴
野
屋
ノ
城
ヲ
退
去
ス
、

　
　

貞
元　

   
号
修
理
太
夫
、
是
四
家
七
苗
字
列
之
一
人
也
、　
　
　

貞
矩

　
　
　
　

母
ハ
前
ニ
同
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
治

　
　

女
子   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
英

　
　
　
　

母
ハ
前
ニ
同
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子

　
　

良
王
親
王
∧
瑞
泉
寺
殿
ノ
御
事
ナ
リ
∨
室
、
御
子
弐
人
ア
リ
、
御
嫡
子
ハ
神
王
丸
、
後
大
橋
和

　
　

泉
守
信
重
ト
号
シ
テ
中
務
少
輔
信
吉
ガ
養
君
ト
シ
奴
野
屋
ノ
城
ニ
移
ル
、
惣
テ
大
橋
氏
ハ
平
氏

　
　

ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
後
世
源
姓
ヲ
名
乗
ル
ハ
此
信
重
ノ
謂
ナ
リ
、
御
二
男
良
新
丸
津
嶌
神
主
ガ
家

　
　

ヲ
継
テ
氷
室
兵
部
卿
ト
号
ス
、
此
兵
部
卿
モ
継
子
ナ
ク
大
橋
貞
元
二
男
小
田
井
大
学
介
貞
常
ヲ

　
　

子
ト
ス
、

　
　

源
信
重　

 

幼
名
神
王
丸
、
後
号
和
泉
守
、

　
　
　
　

母　

大
橋
定
省
ガ
末
女
、

　
　
　

実
ハ
良
王
君
ノ
御
嫡
子
、
大
橋
中
務
少
輔
信
吉
ガ
子
ト
シ
テ
奴
野
屋
ノ
城
主
、
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一
八

　

こ
れ
に
は
、
定
省
が
宗
良
親
王
（
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
、
尊
澄
法
親
王
と
も
信
濃
宮
と
も
い
う
）
の
皇
女
桜
姫
を
妻
と
し
て
、

そ
の
間
に
生
ま
れ
た
貞
元
を
南
朝
の
本
拠
地
で
あ
る
吉
野
に
派
遣
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
津
島
に
来
住
し
た
良
王
の
子
が
大
橋

家
の
家
督
を
継
い
で
、
そ
の
た
め
、
大
橋
氏
が
後
醍
醐
源
氏
と
な
っ
た
と
す
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
皇
胤
伝
説
に
つ
い
て
検
討
し

よ
う
。

　

「
貞
享
写
本
」
で
は
、「
尹
良
親
王
御
伝
」
の
と
こ
ろ
で
、
吉
野
か
ら
尹
良
親
王
に
供
奉
し
た
「
四
家
」
の
一
人
と
し
て
「
大
橋

修
理
大
夫
定
元
（
貞
元
）」
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
定
元
の
戦
場
で
の
活
躍
が
描
か
れ
る
こ
と
な
く
、「
良
王
君
伝
」
の
と
こ
ろ

で
、
永
享
五
年
十
二
月
二
日
の
浪
合
合
戦
の
戦
死
者
を
弔
う
役
と
し
て
記
さ
れ
た
だ
け
で
、
舞
台
は
尾
張
津
島
へ
と
移
っ
て
し
ま

う
。
合
戦
の
主
役
は
、
桃
井
貞
綱
や
世
良
田
政
義
ら
で
あ
り
、
大
橋
氏
は
影
の
薄
い
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
。「
貞
享
写
本
」
は
、

そ
の
後
、
良
王
が
津
島
に
逃
れ
て
大
橋
定
省
の
奴
野
城
に
住
む
よ
う
に
な
る
話
を
載
せ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
良
王
の
子
が
大

橋
家
の
嗣
子
と
な
っ
た
話
は
無
い
。「
貞
享
写
本
」
成
立
の
時
点
で
は
、
ま
だ
、
大
橋
氏
の
南
朝
皇
胤
伝
説
は
無
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
実
際
、
流
布
本
『
浪
合
記
』
に
も
、
大
橋
氏
の
後
醍
醐
源
氏
説
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

ど
う
や
ら
、
前
章
で
A
と
し
て
紹
介
し
た
「
大
橋
記
」
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
大
橋
氏
の
南
朝
皇
胤
伝
説
の
初
見
ら
し
い
。
た
だ
、

前
述
し
た
よ
う
に
A
の
信
憑
性
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
さ
ら
に
他
の
史
料
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

江
戸
前
期
ま
で
の
尾
張
地
誌
類
に
は
、
大
橋
氏
が
良
王
に
供
奉
し
た
話
は
見
ら
れ
る
が
、
南
朝
皇
胤
伝
説
は
無
い
。
唯
一
、
皇

胤
伝
説
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
尾
張
藩
士
天
野
信
景
（
一
六
六
一
年
生
～
一
七
三
三
年
死
去
）
が
著
し
た
『
塩
尻
』
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
「
大
橋
和
泉
守
源
信
重
は
、
宗
良
親
王
の
曾
孫
に
し
て
、
尾
州
津
島
神
主
の
初
メ
良
新
の
弟
也
。
母
は
大
橋
定
省
の
女
な

り
。
当
時
信
重
を
、俗
に
津
島
大
納
言
と
い
ひ
け
る
よ
し
。
此
妻
は
熱
田
大
宮
司
千
秋
氏
の
女
と
か
や

）
27
（

。」
と
見
え
る
。
し
か
し
、

信
景
が
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
の
跋
文
を
付
し
た
「
尾
州
古
城
志

）
28
（

」
の
「
海
東
郡　

津
島
」
の
項
で
は
、「
応
永
年
中
信
濃
宮

残
卒
、
入
当
村
所
居
住
、
所
謂
四
家
七
党
也
」
と
は
見
え
る
が
、
こ
こ
に
皇
胤
伝
説
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
信
景
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一
九

は
、
注
（
5
）
に
記
し
た
よ
う
に
松
平
義
行
の
所
持
し
た
「
浪
合
記
」
を
書
写
し
、
世
に
広
め
た
人
物
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
天
野

信
景
の
書
写
本
「
浪
合
記
」
に
も
皇
胤
伝
説
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
信
景
は
、
こ
の
大
橋
氏
皇
胤
説
を
別
の
と
こ
ろ
、
お
そ
ら

く
は
大
橋
氏
か
、
尾
張
一
宮
の
真
清
田
社
神
職
で
あ
っ
た
碩
学
の
真
野
時
縄
あ
た
り
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
信
景
と
同
時

代
を
生
き
た
真
野
時
縄
は
、
大
橋
家
の
当
主
重
正
（
重
次
の
父
）
に
大
橋
家
の
系
図
の
検
討
を
依
頼
さ
れ
て
、
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
二
）
孟
夏
（
四
月
）
十
二
日
付
け
の
「
真
野
時
縄
撰　

大
橋
家
系
詮
略

）
29
（

」
を
著
し
た
。
そ
こ
で
一
応
は
良
王
の
子
神
王

に
よ
る
大
橋
家
継
承
を
述
べ
た
も
の
の
、源
氏
に
改
姓
し
た
と
は
せ
ず
、「
平
信
重
」
と
改
名
し
た
こ
と
だ
け
記
し
た
。
さ
ら
に
「
大

橋
家
譜
之
異
本
存
二

無
拠
ノ

之
雑
説
ヲ

一

者
、
近
頃
好
事
ノ

之
加
筆
不
レ

足
レ

弁
歟
、」
と
し
て
、
明
言
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
暗
に
皇
胤

説
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
文
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
臣
家
が
亡
び
、
徳
川
の
世
が
確
立
し
て
い
く
中
で
、
生
き
延
び
た
尾
張
出
身
の
大
名
家
に
仕
官
し
た
尾
張
武
士

も
多
か
っ
た
。
織
田
信
雄
の
失
脚
に
と
も
な
っ
て
所
領
を
失
っ
た
大
橋
一
族
の
中
に
も
、
各
地
の
尾
張
出
身
大
名
の
も
と
に
仕
え

た
者
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
岡
山
藩
池
田
家
に
二
百
石
で
仕
え
た
大
橋
与
右
衛
門
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
藩
に
提
出

し
た
家
譜
で
「
私
祖
父
之
義
一
圓
存
不
申
候
、
親
大
橋
与
右
衛
門
と
申
候
、
生
国
ハ
美
濃
ニ
而
御
座
候
、（
池
田
）
勝
入
様
輝
政

様
江
御
奉
公
申
上
、
御
知
行
弐
百
石
拝
領
仕
候
」
と
書
き
出
し
、
祖
父
の
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
と
記
し
た

）
30
（

。
ま
た
、
伊
予
大
洲
藩

加
藤
家
で
家
老
と
な
っ
た
大
橋
長
兵
衛
の
系
図
（『
北
藤
録
』『
大
洲
秘
録
』
参
照
）
に
も
、
そ
の
よ
う
な
記
載
は
無
い
。
広
島
藩

浅
野
家
に
仕
え
た
大
橋
角
之
丞
家
は
、「
津
島
大
橋
記
」
の
著
者
大
橋
貞
信
（
第
一
章
参
照
）
を
祖
と
す
る
家
で
あ
る
が
、
そ
の

孫
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
五
月
に
書
き
上
げ
た
、先
祖
由
緒
の
「
覚

）
31
（

」
は
、大
河
内
元
綱
（
大
橋
重
一
の
実
父
）
か
ら
始
め
、

大
橋
与
右
衛
門
重
賢
（
大
橋
清
兵
衛
重
長
二
男
）・
大
橋
新
三
郎
定
祐
（
大
橋
和
泉
守
定
安
入
道
禅
休
弟
）・
祖
母
江
（
正
し
く
は

「
祖
父
江
」）
保
西
（
大
橋
与
右
衛
門
重
賢
甥
）
な
ど
、
比
較
的
近
い
二
～
三
世
代
の
親
族
の
活
躍
を
記
し
、
最
後
に
「
右
之
通
歴

代
之
儀
虚
実
不
分
明
と
て
も
先
祖
よ
り
申
伝
候
段
、
如
此
御
座
候
、
以
上
」
と
し
て
筆
を
止
め
た
。
江
戸
前
期
の
武
士
の
由
緒
書
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二
〇

上
で
は
、
ま
だ
ま
だ
遠
い
昔
の
氏
祖
の
こ
と
な
ど
、
無
用
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
末
に
な
る
と
、
武
士
も
系
図
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
遠
祖
を
探
す
よ
う
に
な
る
。
尾
張
藩
士
の
系
図
集
で
あ
る

「
士
林
泝
洄
続
編
」
巻
八
九

）
32
（

に
あ
る
源
姓
大
橋
氏
（
馬
廻
ク
ラ
ス
の
藩
士
）
の
系
図
に
は
、
そ
の
始
祖
「
定
安
」
に
「
後
醍
醐
天

皇
八
代
孫
」
と
注
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
系
図
に
登
場
す
る
大
橋
定
如
は
、
同
系
図
に
よ
る
と
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
松

平
義
昌
（
尾
張
藩
二
代
藩
主
徳
川
光
友
の
三
男
）
に
召
し
出
さ
れ
て
右
筆
と
な
り
、「
表
御
馬
廻
」
ま
で
昇
進
し
て
、
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
に
死
亡
し
た
。
こ
の
定
如
は
、『
張
州
雑
志
』
巻
第
七
十
七
に
よ
る
と
、
津
島
の
本
蓮
寺
に
「
本
蓮
寺
殿
従
二
位
前

亞
相
神
王
大
居
士
（
大
橋
和
泉
守
源
信
重
）」
の
画
像
一
幅
を
、
瑞
泉
寺
に
「
瑞
泉
寺
殿
正
二
位
前
亞
相
良
王
大
居
士
（
良
王
）」

の
神
像
を
寄
付
し
た
、
と
い
う
。
し
か
し
、
大
橋
氏
皇
胤
説
受
容
は
、
津
島
大
橋
家
以
外
に
は
、
こ
の
例
し
か
見
あ
た
ら
な
い

）
33
（

。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
板
行
の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
二
「
津
島
牛
頭
天
王
」
の
項
に
は
、「
其
の
孫
王
（
南
朝
の
孫
王
）

の
御
系
も
津
島
に
の
こ
れ
り
と
の
や
う
に
み
え
し
ま
ゝ
、
こ
ゝ
に
至
り
て
ま
づ
此
事
を
と
ふ
に
し
る
人
な
し
。
時
経
の
記
に
も
大

橋
家
譜
と
い
ふ
も
の
に
此
説
あ
れ
ど
も
、
他
に
所
見
な
き
妄
説
也
と
い
へ
り

）
34
（

」
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

に
刊
行
さ
れ
た
『
尾
張
名
所
図
会
』
前
編
巻
之
七
の
「
奴
野
城
址
」「
四
家
七
党
」
項
に
も
、
皇
胤
説
は
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い

な
い
。
大
橋
氏
の
南
朝
皇
胤
伝
説
は
、『
塩
尻
』
に
見
え
る
よ
う
に
十
七
世
紀
末
か
十
八
世
紀
初
め
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
が
、

大
橋
氏
の
内
部
、
な
い
し
そ
の
周
辺
の
好
事
家
の
間
で
の
み
、
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
に
広
く
伝
播
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

大
橋
氏
は
、
か
つ
て
は
「
浪
合
記
」
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
、「
浪
合
記
」
は
大
橋
氏
の
手
を
離
れ
て
成
長
し

て
い
き
、
津
島
大
橋
氏
が
皇
胤
伝
説
を
創
造
し
た
江
戸
中
期
で
は
、
も
は
や
「
浪
合
記
」
の
中
に
大
橋
氏
皇
胤
説
を
潜
り
込
ま
せ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
戦
国
末
～
織
豊
期
段
階
な
ら
ば
、
津
島
大
橋
家
の
「
知
識
」
は
、
軍
記
物
や
系
図
作
成
に
関
わ
り
、

世
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
特
権
的
な
立
場
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
知
識
」
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
江
戸
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二
一

中
期
と
い
う
段
階
に
お
い
て
は
、「
妄
説
」
し
か
生
み
出
せ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
と
し
て

　

本
論
で
の
考
察
に
つ
い
て
、
憶
測
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
も
含
め
、
以
下
に
ま
と
め
る
。

① 　

戦
国
時
代
の
大
橋
氏
は
、
肥
後
の
「
大
橋
家
伝
」
等
の
史
書
・
軍
記
類
の
知
識
を
蓄
積
し
、
そ
の
「
知
識
」
の
上
に
「
大
橋

歴
代
記
」「
大
橋
伝
記
」「
津
島
大
橋
記
」
と
い
っ
た
新
た
な
史
書
を
創
造
し
、
か
つ
他
氏
の
系
図
も
作
成
し
た
。

② 　

①
の
結
果
、
五
十
巻
本
の
「（
津
島
）
大
橋
（
歴
代
）
記
」
は
、「
浪
合
記
」
原
初
本
の
原
形
の
一
つ
と
な
っ
た
。
五
十
巻
本

の
「
大
橋
記
」
が
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
編
纂
だ
と
す
れ
ば
、「
浪
合
記
」
原
初
本
の
成
立
は
当
然
そ
れ
以

降
と
な
る
。

③ 　

大
橋
氏
は
、
大
橋
氏
ら
津
島
の
有
力
一
族
が
南
朝
皇
子
に
供
奉
し
た
と
の
記
事
、
津
島
天
王
社
の
縁
起
と
行
事
の
由
来
、
さ

ら
に
は
「
大
橋
の
中
将
」
物
語
の
津
島
大
橋
氏
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
「
浪
合
記
」
に
挿
入
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

④ 　

江
戸
中
期
、
百
姓
身
分
と
な
っ
た
津
島
の
大
橋
家
は
、
自
ら
の
南
朝
皇
胤
伝
説
を
創
造
し
た
が
、
そ
の
伝
播
に
は
失
敗
し
た
。

　

戦
国
時
代
の
尾
張
国
津
島
は
、津
島
牛
頭
天
王
社
を
中
心
と
し
た
商
業
都
市
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
の
豪
家
で
あ
っ
た
大
橋
氏
は
、

武
士
で
あ
る
と
同
時
に
津
島
天
王
社
の
護
持
に
当
た
る
者
で
あ
り
、
豪
商
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
単
に
武
篇
者
を
気
取
る
だ

け
の
武
士
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
比
較
的
少
な
い
「
知
識
」
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
蓄
積
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
大

橋
氏
の
も
っ
て
い
た
多
様
な
性
格
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

戦
国
末
期
、
ま
だ
「
歴
史
」
と
「
物
語
」
は
虚
実
混
淆
の
ま
ま
で
よ
く
、
世
の
人
は
そ
れ
を
享
受
し
て
い
た
。
し
か
し
、
江
戸
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2

二
二

中
期
に
は
考
証
に
重
き
を
置
く
知
的
世
界
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
津
島
大
橋
家
の
南
朝
皇
胤
伝
説
は
「
妄
説
」
と
批
判
さ
れ
、
好

事
家
に
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
地
方
豪
家
に
よ
る
家
系
伝
説
創
造
の
試
み
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
幕
を
閉
じ
た
の
で

あ
る
。

注

（
1
） 

『
大
橋
家
史
料
目
録
』（
津
島
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
と
、
大
橋
家
の
古
文
書
等
は
、
一
九
八
〇
年
、
子
孫
の
井
沢

基
氏
よ
り
愛
知
県
津
島
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
橋
家
文
書
は
津
島
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
津
島
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
橋
家
に
つ
い
て
は
、『
大
橋
家
史
料
目
録
』
所
収
の
「
大
橋
家
概
要
」（
執
筆

は
樋
田
豊
）、
津
島
市
教
育
委
員
会
編
『
特
別
展　

大
橋
家
文
書
（
源
三
右
衛
門
家
文
書
）
の
世
界
』（
同
、
二
〇
〇
五
年
）、
鈴
木
重
喜

「
尾
張
西
部
地
域
の
豪
農
大
橋
家
に
み
る
新
田
開
発
に
つ
い
て
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
《
第
六
篇
》』
清
文
堂
出
版
、

二
〇
一
五
年
、
所
収
）
を
参
照
。

（
2
） 

本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
津
島
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
許
可
を
得
て
、
原
本
を
調
査
し
た
（
当
該
系
図
の
写
真
版
は
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
「
津
島
市
立
図
書
館
所
蔵
文
書
」（
請
求
番
号6

1
7
1.5

5-1
6
1

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）。
当
該
系
図
は
、

注
（
１
）
所
掲
の
『
大
橋
家
史
料
目
録
』
の
整
理
番
号
で
は
、「
10
―
１　

８
」
に
当
た
る
（
以
下
、
大
橋
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
同
目

録
の
整
理
番
号
を
付
す
）。
大
橋
家
の
古
記
録
類
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
一
旦
、
焼
失
し
て
お
り
、
今
日
に
伝
わ
る
系
図
類
は
、
二
十
五

代
重
次
の
代
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
系
図
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
正
月
に
死
去
し
た
信
資
（
重
次
の
子
）
の
子

の
世
代
あ
た
り
ま
で
が
一
筆
で
あ
り
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
そ
の
後

の
世
代
も
含
め
、
追
筆
が
あ
る
）。
当
該
系
図
の
下
書
と
思
わ
れ
る
整
理
番
号
「
10
―
１　

７
」
の
「
大
橋
家
系
図
」
は
、
信
資
の
代
ま

で
を
記
載
し
、末
尾
に
朱
字
で
「
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
子
十
二
月
」
と
付
し
た
追
記
が
あ
る
。『
張
州
雑
志
』
巻
第
七
十
七
所
収
の
「
大

橋
家
系
図
」
も
当
該
系
図
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
採
録
も
信
資
の
代
ま
で
で
あ
っ
た
（『
張
州
雑
志
』
の
著
者
内
藤
正
参
は
、
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二
三

一
七
八
八
年
に
死
去
し
て
い
る
）。

（
3
） 

柳
田
国
男
「
浪
合
記
の
背
景
と
空
気
（
未
完
）」（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
31
巻
〈
筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
年
〉）
及
び
「
東
国
古
道

記
」（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
２
巻
〈
筑
摩
書
房
、
一
九
六
二
年
〉）
参
照
。
ま
た
、
柳
田
は
、『
浪
合
記
』
の
広
が
り
に
つ
い
て
、
津
島

社
の
御
師
た
ち
の
教
理
（
神
送
り
、
境
の
神
）
と
も
結
び
つ
け
て
考
え
た
（「
東
国
古
道
記
」
定
本
版
、
二
五
八
ペ
ー
ジ
）。

（
4
） 
安
井
久
善
編
『
古
典
文
庫
第
四
八
二
冊　

浪
合
記
・
桜
雲
記
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
所
収
の
「
解
説
」
に
よ
る
。
以

下
、
安
井
か
ら
の
引
用
ペ
ー
ジ
は
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
安
井
久
善
「『
浪
合
記
』
攷
」（『
南
北
朝
軍
記
と
そ
の
周
辺
』〈
笠
間
書
院
、

一
九
八
五
年
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
八
五
年
三
月
）
も
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

（
5
） 

流
布
本
系
の
多
く
は
、
尾
張
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
高
須
藩
主
松
平
義
行
の
本
を
尾
張
藩
士
天
野
信
景
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
（
安
井
前
掲
書
「
解
説
」
に
よ
る
）。
天
野
が
記
し
た
と
さ
れ
る
『
浪
合
記
』
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
書
写
奥
書
本
に
は
「
右
浪

合
記
一
巻
」
と
『
浪
合
記
』
の
書
名
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
「
浪
合
記
」
の
書
名
も
定
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
6
） 

『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
三
冊
（
近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
こ
れ
は
「
長
享
二
年
戊
申
（
一
四
八
八
）
九
月
十
八
日
」

の
書
写
本
奥
書
を
も
つ
、
天
野
信
景
書
写
本
の
系
統
に
属
す
る
。

（
7
） 

尹
良
親
王
に
吉
野
か
ら
供
奉
し
て
き
た
四
人
の
武
士
（
大
橋
定
元
・
岡
本
高
家
・
山
川
重
祐
〈
或
い
は
朝
祐
〉・
恒
川
信
矩
、
な
お
「
此

四
人
ヲ
新
田
家
ノ
四
家
ト
云
」
と
の
付
言
も
あ
る
）
と
、
公
家
諸
流
の
七
人
（
堀
田
正
重
・
平
野
業
忠
・
服
部
宗
統
・
鈴
木
重
政
・
真
野
道
資
・

光
賀
為
長
・
河
村
秀
清
、「
此
七
人
ヲ
七
名
字
ト
号
ス
」
と
す
る
）
の
こ
と
。
こ
の
十
一
家
を
合
わ
せ
て
「
吉
野
十
一
党
」
と
称
す
る
。

（
8
） 

宮
内
庁
書
陵
部
函
架
番
号2

4
0-4

。
こ
こ
で
は
、
安
井
久
善
編
『
古
典
文
庫
第
四
八
二
冊　

浪
合
記
・
桜
雲
記
』（
古
典
文
庫
、

一
九
八
六
年
）
所
収
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
9
） 

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
所
蔵
加
越
能
文
庫
の
「
大
橋
歴
代
記
」（「
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
」
巻
百
六
十
一
所
収
）
は
、
宮
内
庁
書
陵

部
所
蔵
の
貞
享
二
年
奥
書
写
本
と
同
文
で
あ
る
。

（
10
） 

谷
口
克
広
『
織
田
信
長
家
臣
辞
典
（
第
２
版
）』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、「
坂
井
右
近
」
の
諱
は
政
尚
（
政
重
と
も
）、

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
織
田
信
長
入
京
直
後
に
は
、
京
・
畿
内
の
施
政
を
担
当
し
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
十
一
月
に
近
江
堅

田
で
戦
死
し
た
と
い
う
。
な
お
、
大
橋
重
長
書
状
の
書
止
め
文
言
は
「
状
如
件
」
で
あ
る
の
で
、
重
長
は
坂
井
右
近
よ
り
上
位
者
で
あ
っ
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二
四

た
こ
と
に
な
る
。

（
11
） 

『
張
州
雑
志
』
巻
第
七
十
七
所
収
（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
版
第
十
巻
〈
一
九
七
六
年
〉
四
三
九
～
四
四
〇
ペ
ー
ジ
）。
な
お
、
以

下
に
『
張
州
雑
志
』
を
引
く
場
合
は
、
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
版
に
よ
る
。

（
12
） 
「
大
橋
家
系
図
」
は
、
重
長
を
定
安
（
貞
安
）
の
末
子
と
し
、
定
安
が
重
一
に
家
督
を
譲
っ
た
後
に
重
長
が
生
ま
れ
た
た
め
重
一
の

養
子
と
し
た
、
と
す
る
。

（
13
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
（
請
求
番
号4

1
7
5-2

）

（
14
） 

『
群
書
解
題
』
第
四
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
六
〇
年
）
の
「
勢
州
軍
記
」
の
項
目
（
荒
木
良
雄
執
筆
、一
三
一
～
一
三
三
ペ
ー

ジ
）
を
参
照
。

（
15
） 

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
「
大
橋
貞
通
・
加
藤
図
書
伝
記
」（
請
求
番
号
「
市
11
―
25
」）
所
収
。

（
16
） 

『
予
章
記
』
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
真
一
・
山
内
謙
校
注
『
伝
承
文
学
注
釈
叢
書
１　

予
章
記
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
の
「
解

題
Ⅰ
」（
佐
伯
執
筆
）・「
解
題
Ⅱ
」（
山
内
執
筆
）
を
参
照
。

（
17
） 

『
張
州
雑
志
』
巻
第
七
十
七
の
「
妙
栄
山
本
蓮
寺
」
項
に
「
過
去
帳
曰
、大
橋
太
郎
家
譜
・
津
島
大
橋
記
全
部
五
十
巻
・
大
橋
氏
家
伝
之
譜
、

書
シ
テ

秘
セ
リ

二

于
末
孫
鯰
江
正
休
医
翁
ノ

櫃
底
一

」
と
あ
り
、『
張
州
雑
志
』
著
者
の
内
藤
正
参
は
、
こ
の
正
休
翁
に
面
会
し
て
話
を
聞
い
た
と

も
記
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
ま
で
、「
津
島
大
橋
記
五
十
巻
」
は
伝
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
18
） 

史
実
と
し
て
の
貞
能
は
、
平
清
盛
の
家
令
を
勤
め
た
ほ
ど
の
有
力
家
人
で
、
平
重
盛
・
資
盛
父
子
（
小
松
家
）
に
近
仕
し
た
。
養
和

元
年
（
一
一
八
一
）
七
月
に
肥
後
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
九
州
の
反
平
家
派
の
肥
後
菊
池
氏
・
豊
後
緒
方
氏
鎮
圧
の
た
め
尽
力
し
た
。
九
州
と

の
関
わ
り
は
深
い
も
の
の
、
平
家
没
落
後
は
、『
平
家
物
語
』
巻
七
「
一
門
都
落
ち
」
で
は
、
頼
朝
の
御
家
人
と
な
っ
て
い
た
下
野
の
宇

都
宮
朝
綱
を
頼
っ
た
と
、
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
七
月
七
日
条
で
は
、
や
は
り
宇
都
宮
朝
綱
の
嘆
願
に
よ
り
貞
能
は

助
命
さ
れ
、
下
野
宇
都
宮
に
退
隠
し
た
と
あ
る
。

（
19
） 

注
（
８
）
と
同
じ
。

（
20
） 

「
四し

女に
ょ

子し

」
の
地
名
は
、
名
古
屋
市
中
川
区
の
現
行
町
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
他
に
「
二に

女に
ょ

子し

」
と
「
五ご

女
に
ょ
う

子し

」
の
町
名
も
あ
る

（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
23　

愛
知
県
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
一
か
ら
七
ま
で
の
数
字
を
付
け
た
女
子
村
が
あ
っ
た
と
い
う
）。
こ
れ
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二
五

ら
の
地
名
は
、
天
正
十
二
・
三
年
（
一
五
八
四
・
八
五
）
頃
の
「
織
田
信
雄
分
限
帳
」
に
見
え
る
の
で
、
戦
国
時
代
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

（
21
） 

横
山
重
校
訂
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
一
（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）、
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
三
（
角

川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
を
参
照
。

（
22
） 
同
書
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
所
収
の
「
大
橋
の
中
将
」
項
（
田
嶋
一
夫
執
筆
、
同
書
四
五
六
ペ
ー
ジ
）

（
23
） 
兜
木
正
亨
校
注
『
日
蓮
文
集
（
岩
波
文
庫
青3

0
5-1

）』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
九
四
～
九
五
ペ
ー
ジ
。

（
24
） 

『
系
図
纂
要
』
所
収
「
後
醍
醐
源
氏
」
系
図
は
、後
醍
醐
源
氏
大
橋
氏
の
初
代
大
橋
信
重
（
神
王
）
の
法
号
を
「
本
蓮
寺
」
と
し
て
い
る
。

（
25
） 

武
藤
厳
男
・
宇
野
東
風
・
古
城
貞
吉
編
『
肥
後
文
献
叢
書
』
第
三
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
年
）
所
収
の
「
新
撰
事
蹟
考
」
巻
之

二
十
五
（
系
図
之
十
三
）
大
橋
系
図
、
三
八
一
～
三
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
26
） 

付
言
す
れ
ば
、「
貞
享
写
本
」
の
大
橋
家
の
家
伝
で
は
、「
原
太
夫
高
春
ハ
千
葉
上
総
介
広
常
カ
外
甥
ナ
リ
。
薩
摩
守
忠
度
カ
外
舅
ナ

リ
。」
と
し
て
い
る
。『
吾
妻
鏡
』
吉
川
本
で
は
、
本
文
通
り
、
高
春
を
広
常
の
外
甥
・
忠
度
の
外
甥
と
、
北
条
本
で
は
広
常
の
外
舅
・
忠

度
の
外
甥
、
と
な
っ
て
い
る
。「
外
甥
」
と
「
外
舅
」
の
異
同
は
、「
貞
享
写
本
」
執
筆
時
に
『
吾
妻
鏡
』
の
ど
の
系
統
本
が
参
考
と
さ
れ

た
か
、
検
討
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
27
） 

『
日
本
随
筆
大
成
（
新
装
版
）』
第
三
期
第
13
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
四
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
28
） 

愛
知
県
図
書
館
所
蔵
（
請
求
番
号W

ﾗ
/A

2
9
4/

ｱ
/A

）

（
29
） 

「
大
橋
家
文
書
」
整
理
番
号
10
―
１　

６

（
30
） 

倉
地
克
直
編
『
岡
山
藩
家
中
諸
士
家
譜
五
音
寄
』
１
（
岡
山
大
学
文
学
部
、
一
九
九
三
年
）
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
31
） 

注
（
15
）
所
掲
書
に
所
収
。

（
32
） 

『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
四
巻
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）
二
四
八
～
二
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
33
） 

江
戸
中
期
、
出
雲
松
江
藩
松
平
家
の
家
老
大
橋
茂
右
衛
門
家
は
、
尾
張
津
島
の
大
橋
源
三
右
衛
門
家
に
系
図
調
査
の
件
で
問
い
合
わ

せ
を
し
て
お
り
（
注
（
１
）
所
掲
書
の
「
大
橋
家
概
要
」
参
照
）、  

出
雲
松
江
の
茂
右
衛
門
家
に
は
皇
胤
説
が
伝
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
茂
右
衛
門
家
の
「
大
橋
家
霊
記
写
」（
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
「
大
橋
家
資
料
」〈
請
求
番
号　

貴
重
／0

9
2.8

／7
8
5

〉
所
収
）

に
は
、
同
家
の
元
祖
「
政
貞
」
の
父
重
定
の
注
記
に
「
大
橋
和
泉
守
源
信
重
五
代
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
信
重
の
父
良
王
に
つ
い
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二
六

て
の
記
載
は
無
い
。

（
34
） 

『
東
海
道
名
所
図
会 

復
刻
版
』
上
巻
（
羽
衣
出
版
、
一
九
九
九
年
）
三
一
六
ペ
ー
ジ
。
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七

The Genealogy of  Ohashi-Family in Owari Province 
and “Namiai-ki”, “Ohashi-ki”

Mikiya AOYAMA

要　　旨

尾張国津島の大橋氏は、津島天王社と深い関わりをもつ商人的な武士であっ

た。その複雑な性格からか、戦国時代の大橋氏は、軍記・史書類についての

「知識」を蓄積して、自ら「大橋記」という軍記らしきものや、系図を作成す

る能力をもつことができた。「大橋記」は、南朝皇子の事蹟を叙述した「浪合

記」の成立に先行し、大橋氏は「大橋記」を介して「浪合記」の中に自らの

家系伝説としての「大橋の中将」伝説を挿入して、世に広めることに成功した。

江戸時代初期、大橋氏は、自らの出自を後醍醐源氏とする南朝皇胤伝説を創

出したが、この伝説を「浪合記」に紛れ込ませることには失敗した。江戸時

代前期、「知識」は考証を求める段階に移行しつつあり、もはや虚実混淆した

「知識」では、世に享受されなくなっていたのである。
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